
消
防
団
春
季
消
防
演
習

◆
消
防
庁
長
官
報
償
・
表
彰

　

⑴
退
団
者
（
１５
年
以
上
在
職
）

　
　
元
副
団
長�

西
塔
敏
尚

　
　
元
分
団
長�

齋
藤　
剛

　
　
元
分
団
長�

渡
邉
佳
明

　
　
元
副
分
団
長�

渡
邊　
崇

　
　
元
部
長�

小
野　
満

　
　
元
部
長�

横
山　
守

　
　
元
班
長�

須
貝　
敦

　
　
元
班
長�

国
井
和
則

　
　
元
班
長�

加
納
寬
之

　
　
元
班
長�

横
山
和
晴

　
　
元
班
長�

鴨
田
直
樹

　
　
元
班
長�

多
田
友
則

　
　
元
団
員�

石
田　
雄

◆
山
形
県
知
事
表
彰

　

⑴
金
条
章�

第
５
分
団
第
１
部

　

⑵
特
別
功
労
章

　
　
第
１
分
団
長�

結
城　
暢

　
　
第
２
分
団
長�

多
田
正
人

　

⑶
功
労
章

　
　
第
２
分
団
副
分
団
長�

佐
藤
貢
一

　
　
第
３
分
団
副
分
団
長�

横
尾
壽
之

　
　
第
４
分
団
１
部
班
長�

森
谷
亮
太

　

⑷
功
績
章

　
　
女
性
消
防
隊
部
長�

畑
山
直
美

　
　
第
２
分
団
第
２
部
長�

縄
野
裕
輔

　
　
第
５
分
団
第
２
部
長�

川
瀬　
潤

　
　
第
４
分
団
第
２
部
班
長�

土
田
洋
一

　

⑸
精
練
章

　
　
第
１
分
団
第
１
部
長�

佐
竹　
修

　
　
第
２
分
団
第
１
部
長�

渡
辺　
亨

　
　
第
３
分
団
第
２
部
長�

秋
葉
良
久

　
　
第
４
分
団
第
３
部
班
長�

佐
東
友
和

　
　
第
５
分
団
第
１
部
班
長�

野
口
慎
一

　
⑹
永
年
勤
続
退
団
者
表
彰

　
　
元
副
団
長�

西
塔
敏
尚

　
　
元
分
団
長�

齋
藤　
剛

　
　
元
分
団
長�

渡
邉
佳
明

　
　
元
部
長�

小
野　
満

　
　
元
班
長�

須
貝　
敦

　
　
元
班
長�

　
加
納
寬
之

　
　
元
班
長�

鴨
田
直
樹

◆
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

　
⑴
精
績
章�

分
団
長　
斎
藤
文
彦

◆
山
形
県
消
防
協
会
長
表
彰

　
⑴
竿
頭
綬�

第
１
分
団

　

⑵
優
良
章

　
　
第
３
分
団
第
１
部
長�

佐
久
間
直

　
　
第
４
分
団
第
２
部
長�

工
藤
大
樹

　
　
第
１
分
団
第
２
部
班
長�

青
柳
秀
彦

　
　
第
２
分
団
第
１
部
班
長�

東
海
林
克

　
　
第
２
分
団
第
２
部
班
長�

浅
倉
慶
彦

　
　
第
３
分
団
第
２
部
班
長�

中
西
大
輔

　
　
第
５
分
団
第
２
部
団
員�

井
上
定
俊

　

⑶
永
年
勤
続
章

　

 

①
２５
年

　
　
分
団
長�

大
津
光
弘

　
　
第
１
分
団
第
１
部
団
員�

髙
橋　
徹

　
　
第
２
分
団
第
２
部
団
員�

結
城
佳
宏

　
　
第
５
分
団
第
１
部
団
員�

今
田
政
博

　

 

②
２０
年

　
　
分
団
長�

武
田
公
智

　
　
第
１
分
団
第
２
部
団
員�

髙
橋
寿
治

　
　
第
２
分
団
第
２
部
団
員�

黒
沼　
誠

　
　
第
４
分
団
第
３
部
団
員�

樋
口
祐
一

　
　
第
５
分
団
第
１
部
団
員�

今
田
才
和

　

 

③
１５
年

　
　
第
５
分
団
第
２
部
長�

川
瀬　
潤

　
　
第
１
分
団
第
２
部
団
員�

渡
邉
洋
平

　
　
第
２
分
団
第
２
部
団
員�

村
山
直
也

　
　
第
２
分
団
第
２
部
団
員�

内
藤
陽
介

　
　
第
３
分
団
第
１
部
団
員�

結
城
俊
治

　
　
第
５
分
団
第
１
部
団
員�

今
野
大
貴

◆
山
形
県
消
防
協
会

　
　
　
　
東
南
村
山
支
部
長
表
彰

　
⑴
銀
条
章�

第
４
分
団
第
２
部

　

⑵
優
良
章

　
　
第
２
分
団
第
２
部
班
長　
鈴
木
雄
一

　
　
第
３
分
団
第
３
部
班
長　
齋
藤
芳
和

　
　
第
４
分
団
第
１
部
班
長　
佐
藤
雅
規

　
　
第
５
分
団
第
２
部
班
長　
鈴
木
武
士

　
　
女
性
消
防
隊
団
員　
　
　
小
林
美
紀

　
　
第
２
分
団
第
１
部
団
員　
多
田　
司

　
　
第
３
分
団
第
２
部
団
員　
鈴
木　
亨

　
　
第
４
分
団
第
２
部
団
員　
須
貝
健
治

　

⑶
退
団
者
感
謝
状

　
　
元
副
団
長�

西
塔
敏
尚

　
　
元
分
団
長�

渡
辺　
明

　
　
元
分
団
長�

齋
藤　
剛

　
　
元
分
団
長�

渡
邉
佳
明

　
　
元
副
分
団
長�

渡
邊　
崇

　
　
元
部
長�

小
野　
満

　
　
元
班
長�

須
貝　
敦

　
　
元
班
長�

加
納
寬
之

　
　
元
班
長�

鴨
田
直
樹

◆
中
山
町
長
表
彰

　

⑴
優
良
章

　
　
第
３
分
団
第
３
部
班
長　
齋
藤
芳
和

　
　
第
２
分
団
第
１
部
団
員　
多
田
直
隆

　
　
第
３
分
団
第
２
部
団
員　
橋
本
武
美

　
　
第
４
分
団
第
１
部
団
員　
小
松
仁
志

　
　
第
４
分
団
第
２
部
団
員　
工
藤
裕
司

　
　
第
５
分
団
第
２
部
団
員　
井
上
祐
治

　

⑵
勤
続
章
（
５
年
）

　
　
第
１
分
団
第
１
部
団
員　
佐
藤
弘
基

　
　
第
１
分
団
第
１
部
団
員　
今
井
達
哉

　
　
第
１
分
団
第
２
部
団
員　
秋
葉
大
輔

　
　
第
２
分
団
第
１
部
団
員　
須
貝
孝
之

　
　
第
２
分
団
第
１
部
団
員　
多
田
直
隆

　
　
第
２
分
団
第
１
部
団
員�
五
十
嵐
聡
志

　
　
第
３
分
団
第
２
部
団
員　
矢
萩
一
磨

　
　
第
３
分
団
第
３
部
団
員　
斎
藤
良
太

　
　
第
４
分
団
第
３
部
団
員　
渡
邊
聡
仁

　
　
第
５
分
団
第
１
部
団
員　
鈴
木
一
志

　
　
第
５
分
団
第
１
部
団
員　
鎌
上
正
樹

　
　
第
５
分
団
第
１
部
団
員　
大
津
徹
平

　

⑶
家
族
功
労
者

　
　
女
性
消
防
隊
ご
家
族　
　
高
橋
優
斗

　
　
女
性
消
防
隊
ご
家
族　
　
畑
山
達
夫

　
　
第
１
分
団
副
分
団
長
ご
家
族

�

　
　
　
　
鈴
木
文
子

　
　
第
２
分
団
副
分
団
長
ご
家
族

�

　
　
　
　
佐
藤
和
子

　
　
第
３
分
団
副
分
団
長
ご
家
族

�

　
　
　
　
横
尾
奈
保
美

　
　
第
５
分
団
第
２
部
長
ご
家
族

�

　
　
　
　
川
瀬
京
子

　

⑷
退
団
者
感
謝
状

　
　
元
副
団
長�

西
塔
敏
尚

　
　
元
分
団
長�

渡
辺　
明

　
　
元
分
団
長�

齋
藤　
剛

　
　
元
分
団
長�

渡
邉
佳
明

　
　
元
副
分
団
長�

渡
邊　
崇

　
　
元
部
長�

武
田
勇
介

　
　
元
部
長�

小
野　
満

　
　
元
部
長�

横
山　
守

◆
消
防
団
長
表
彰

　

⑴
優
良
消
防
分
団
・
部

�

第
１
分
団
第
１
部

�

第
３
分
団
第
１
部

　
４
月
２４
日
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
主
会
場
に
、
中
山
町
消
防
団
の
春
季
消
防
演
習
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
演
習
に
は
、
消
防
団
員
３
１
９
人
、
本
部
車
１
台
、
ポ
ン
プ
車
４
台
、
積
載
車
８
台
が
集

結
。
参
加
し
た
消
防
団
員
は
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
す
る
と
と
も
に
、
防
火
・
防
災
意
識
の

高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

　
演
習
は
放
水
訓
練
か
ら
始
ま
り
、
佐
藤
町
長
、
秋
葉
団
長
ら
に
よ
る
観
閲
、
中
隊
・
小
隊
訓
練
、

分
列
行
進
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
隊
・
小
隊
訓
練
で
は
、
各
部
隊
と
も
隊
長
の
号
令
に
従
い
、

き
び
き
び
と
し
た
動
き
を
見
せ
て
い
た
ほ
か
、
分
列
行
進
で
は
力
強
く
整
然
と
し
た
姿
を
披
露
し
、

来
賓
客
や
観
客
席
で
見
守
る
町
民
に
防
火
・
防
災
へ
向
け
た
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

　
訓
練
に
続
き
開
催
さ
れ
た
式
典
で
は
、
佐
藤
町
長
が
「
町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
消
防

団
員
の
皆
さ
ん
に
は
地
域
防
災
の
要
と
し
て
、
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
。

秋
葉
団
長
か
ら
は
「
消
防
団
に
課
せ
ら
れ
た
任
務
や
地
域
住
民
が
寄
せ
る
期
待
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、日
頃
か
ら
の
備
え
を
お
願
い
し
た
い
」と
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
消
防
活
動
に
功
労
の
あ
っ
た
方
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
表
彰
者
は
、
次
の
ペ
ー
ジ

で
紹
介
し
て
い
ま
す
（
敬
称
略
）。

秋葉団長による訓示

放水訓練

観閲

小隊訓練
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